
廣
田
律
子

提
出

学
位
申
請
論
文

「
中
国
民
間
祭
祀
芸
能
の
研
究
」
審
査
要
旨

論
文
の
内
容
と
要
旨

廣
田
律
子
氏
提
出
の
論
文
『
中
国
民
間
祭
祀
芸
能
の
研
究
』
は
、
現
在
の
中
国
西
南
部
の
各

地
域
・
民
族
に
見
ら
れ
る
儺
戯
を
中
心
と
す
る
民
間
祭
祀
芸
能
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。
こ
の

論
文
の
特
質
は
、
長
期
間
に
わ
た
り
中
国
で
の
現
地
調
査
を
繰
り
返
し
、
独
自
に
撮
影
し
た
映

像
の
分
析
と
、
そ
の
地
域
の
民
族
に
記
録
さ
れ
残
さ
れ
て
い
る
文
字
文
献
の
収
集
に
よ
り
得
ら

れ
た
資
料
の
分
析
に
よ
り
、
民
間
の
祭
祀
と
芸
能
の
関
わ
り
を
詳
細
に
説
い
て
い
る
こ
と
に
あ

る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
分
析
を
通
し
て
日
本
の
民
間
芸
能
と
の
比
較
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
分
析
す
る
に
あ
た
り
、
折
口
信
夫
の
理
論
を
用
い
て
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い
る
こ
と
に
あ
る
。

本
論
文
は
序
論
・
本
論
・
結
論
と
資
料
編
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
構
成
は
、
序
論
「
第
一
章

歌
と
芸
能
―
儺
戯
と
民
間
芸
能
」（
第
一
節

折
口
論
と
民
間
芸
能
、
第
二
節

儺
戯
の
芸

能
に
お
け
る
意
義
）、「
第
二
章

儺
戯
に
唱
え
ら
れ
る
詞
章
―
中
国
江
南
の
事
例
」（
第
一
節

江
西
省
南
豊
県
石
郵
村
の
事
例
、
第
二
節

江
西
省
万
載
県
潭
埠
郷
池
渓
村
の
事
例
、
第
三
節

湖
南
省
新
化
県
洋
渓
鎮
官
渡
村
の
事
例
、
第
四
節

浙
江
省
麗
水
市
の
事
例
、
第
五
節

本
研

究
の
目
的
と
方
法
―
日
本
と
の
対
比
の
試
み
）、
第
一
部
「
鬼
と
翁
―
折
口
理
論
か
ら
の
考

察
」
第
一
章
「
鬼
と
翁
」（
第
一
節

来
訪
す
る
鬼
と
翁
、
第
二
節

中
国
の
祭
り
と
仮
面

劇
）、
第
二
章
「
中
国
の
翁
」（
第
一
節

貴
州
省
イ
族
の
『
ツ
オ
タ
イ
チ
ー
』
に
登
場
す
る
ア

ー
プ
ー
モ
・
ア
ー
タ
ー
モ
、
第
二
節

湖
南
省
ト
ウ
チ
ャ
族
の
『
マ
オ
グ
ゥ
ス
』
に
登
場
す
る

族
祖
、
第
三
節

貴
州
省
コ
ー
ラ
オ
族
の
『
儺
堂
戯
』
に
登
場
す
る
土
地
神
、
第
四
節

江
西

省
漢
族
の
『
儺
戯
』
に
登
場
す
る
儺
公
・
儺
母
、
第
五
節

江
西
省
漢
族
の
『
儺
戯
』
に
登
場

す
る
土
地
神
）、「
第
三
章

中
国
と
日
本
の
翁
の
語
り
」（
第
一
章

翁
の
う
た
う
歌
資
料
、
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第
二
節

日
本
の
翁
の
語
り
）、「
第
四
章

中
国
の
鬼
神
と
日
本
の
善
鬼
」（
第
一
節

中
国

の
鬼
、
第
二
節

日
本
と
中
国
の
鬼
の
語
り
）、
第
二
部
「
将
軍
と
神
兵
」、「
第
一
章

将
軍

と
神
兵
に
つ
い
て
」（
第
一
節

軍
記
物
の
武
将
、
第
二
節

御
神
体
と
し
て
祀
ら
れ
る
将

軍
、
第
三
節

神
兵
を
招
く
儀
礼
）、「
第
二
章

猖
神
と
祭
祀
」（
第
一
節

先
行
研
究
の
調

査
報
告
に
見
出
す
五
猖
、
第
二
節

祭
祀
儀
礼
の
調
査
を
通
じ
て
得
た
五
猖
の
事
例
、
第
三
節

猖
神
を
巡
る
祭
祀
芸
能
の
成
立
）、
第
三
部
「
少
数
民
族
の
祭
祀
芸
能
」、「
第
一
章

中
国

湖
南
省
新
寧
県
ヤ
オ
（
瑤
）
族
『
盤
王
節
』
祭
祀
」（
第
一
節
『
盤
王
節
』
祭
祀
の
生
態
、
第

二
節

祭
場
と
登
場
す
る
仮
面
、
第
三
節

祭
祀
芸
能
の
内
容
、
第
四
節

基
本
と
な
る
祭
祀

的
要
素
、
第
五
節
『
盤
王
節
』
を
巡
る
神
々
と
伝
承
）、「
第
二
章

中
国
湖
南
省
ヤ
オ
族
儀

礼
の
道
教
的
性
格
―
湖
南
省
藍
山
県
馮
家
実
施
の
還
家
願
儀
礼
」（
第
一
節

還
家
願
儀
礼
の

祭
祀
シ
ス
テ
ム
、
第
二
節

祭
祀
儀
礼
の
内
容
、
第
三
節

タ
イ
北
部
の
ミ
エ
ン
・
ヤ
オ
族
と

の
関
連
、
第
四
節

宗
教
文
献
の
道
教
的
影
響
、
第
五
節

神
像
の
道
教
的
影
響
、
第
六
節

還
家
願
儀
礼
に
お
け
る
発
生
と
展
開
）、「
第
三
章

盤
古
神
と
神
事
芸
能
―
日
本
に
お
け
る
展
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開
」（
第
一
節

神
事
芸
能
を
中
心
と
す
る
盤
古
の
足
跡
、
第
二
節

日
本
の
諸
文
献
に
見
え

る
盤
古
神
、
第
三
節

荒
ぶ
る
神
々
を
読
み
解
く
）、
第
四
部
「
女
神
を
語
る
芸
能
と
語
り
手

―
聞
き
手
と
し
て
の
女
性
の
位
置
」、「
第
一
章

女
神
陳
靖
姑
を
語
る
芸
能
」（
第
一
節

鼓

詞
の
テ
キ
ス
ト
、
第
二
節

鼓
詞
と
『
海
遊
記
』、
第
三
節
『
西
遊
記
』
と
の
比
較
）、「
第
二

章

説
唱
芸
能
『
陳
十
四
夫
人
伝
』
に
描
か
れ
た
地
獄
巡
り
―
血
の
池
地
獄
考
」（
第
一
節

『
陳
十
四
夫
人
伝
』
の
地
獄
巡
り
、
第
二
節
『
南
遊
』
の
地
獄
巡
り
、
第
三
節

血
に
対
す

る
不
浄
観
、
第
四
節

女
性
と
語
り
、
第
五
節

目
連
救
母
と
女
性
救
済
、
第
六
節

語
り
の

中
の
血
の
池
地
獄
、
第
七
節

絵
画
に
描
か
れ
た
血
の
池
地
獄
、
第
八
節

血
の
池
地
獄
に
見

え
る
女
性
の
位
置
）、
結
論
で
あ
り
、
こ
れ
に
資
料
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

序
論
は
本
論
文
の
主
旨
と
方
法
お
よ
び
目
的
を
論
じ
る
も
の
で
、
そ
の
主
旨
は
中
国
の
民
間

祭
祀
芸
能
の
研
究
に
あ
り
、
そ
の
中
で
も
注
目
さ
れ
る
儺
戯
と
い
う
祭
祀
芸
能
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
解
析
の
方
法
と
し
て
は
折
口
信
夫
の
理
論
を
当
該
研
究
に
応
用

さ
せ
、
具
体
的
な
事
例
を
折
口
理
論
に
重
ね
る
こ
と
で
実
証
的
な
確
証
を
得
る
こ
と
に
あ
る
と
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す
る
。
い
わ
ば
、
中
国
の
民
間
に
多
く
見
ら
れ
る
儺
戯
を
中
心
と
す
る
民
間
祭
祀
芸
能
の
事
例

を
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
に
よ
り
収
集
し
、
そ
の
解
析
方
法
と
し
て
折
口
理
論
を
援
用
し
、
そ
れ
を

通
し
て
中
国
民
間
芸
能
の
生
態
を
理
論
化
し
よ
う
と
い
う
の
が
目
的
で
あ
る
。

第
一
部
の
「
鬼
と
翁
―
折
口
理
論
か
ら
の
考
察
」
は
、
折
口
理
論
の
核
と
な
る
「
ま
れ
び

と
」
論
か
ら
中
国
江
南
地
方
の
儺
戯
に
来
訪
す
る
招
福
神
で
あ
る
鬼
や
翁
の
解
明
を
行
っ
て
い

る
。
特
に
鬼
と
翁
が
登
場
し
て
唱
え
る
台
詞
や
歌
と
日
本
の
鬼
や
翁
と
の
比
較
を
通
し
て
、
そ

こ
に
東
ア
ジ
ア
圏
の
祭
祀
芸
能
の
あ
り
方
と
鬼
や
翁
が
果
た
す
役
割
つ
い
て
論
じ
る
。
こ
の
鬼

や
翁
が
風
貌
を
異
に
し
な
が
ら
も
、
言
葉
や
所
作
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
に
同
質
の
内
容
が
伺
え

る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
仮
面
の
造
形
に
注
目
す
る
と
、
鬼
面
は
恐
ろ
し
さ
を
表
し
、
突
き

出
た
目
は
呪
眼
を
意
味
し
、
邪
悪
な
も
の
の
正
体
を
見
極
め
る
力
を
持
ち
、
そ
の
呪
眼
に
よ
り

邪
悪
な
も
の
は
退
散
し
、
そ
こ
を
祓
い
浄
め
る
役
割
を
担
う
の
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
翁
面

は
歳
を
重
ね
た
柔
和
な
老
体
を
表
す
こ
と
で
、
人
々
の
種
々
の
祈
り
を
叶
え
福
を
招
く
役
割
を

担
う
の
だ
と
い
う
。
こ
の
二
者
の
外
見
か
ら
見
る
と
、
鬼
は
除
災
、
翁
は
招
福
と
い
う
相
反
す
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る
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
も
、
そ
の
詞
章
を
分
析
す
る
と
、
い
ず
れ
も
幸
福
の
象
徴
と
し
て
の

宝
物
や
豊
作
を
保
証
す
る
内
容
が
伺
え
、
そ
こ
か
ら
見
る
と
鬼
と
翁
は
も
と
も
と
同
じ
性
格
を

持
つ
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
そ
れ
は
祖
先
が
子
孫
の
元
へ
と
来
訪
す
る
姿
で
あ
り
、
そ

の
目
的
は
子
孫
に
幸
福
を
も
た
ら
す
点
に
お
い
て
一
致
し
、
こ
の
よ
う
な
性
格
は
日
本
の
事
例

か
ら
も
見
出
さ
れ
、
鬼
と
翁
と
い
う
来
訪
神
の
問
題
は
、
東
ア
ジ
ア
の
文
化
圏
に
お
い
て
さ
ら

に
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。

第
二
部
の
「
将
軍
と
神
兵
」
は
、
戦
い
の
プ
ロ
で
あ
る
武
将
が
中
国
の
祭
祀
芸
能
に
登
場
す

る
こ
と
の
意
味
と
役
割
と
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
武
将
は
祭
祀
芸
能
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を

果
た
す
存
在
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
が
邪
悪
な
も
の
と
戦
い
排
除
す
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
、
そ

の
武
将
た
ち
は
地
方
色
豊
か
な
者
た
ち
で
あ
り
、
彼
ら
は
過
去
に
戦
い
に
よ
り
傷
つ
き
非
業
の

死
を
遂
げ
た
人
物
た
ち
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
強
い
怨
念
を
持
つ
と
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
武
将
を

祭
祀
に
登
場
さ
せ
て
そ
の
魂
を
鎮
め
る
と
同
時
に
、
恐
ろ
し
く
威
力
の
あ
る
武
将
を
味
方
に
つ

け
よ
う
と
す
る
目
論
見
が
見
ら
れ
る
の
だ
と
い
う
。
そ
の
上
で
、
こ
う
し
た
中
国
の
武
将
の
事
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例
を
通
し
て
日
本
の
幸
若
舞
や
将
軍
舞
と
の
比
較
が
可
能
に
な
る
と
い
う
。
こ
の
将
軍
神
は
関

羽
の
よ
う
な
実
在
の
人
物
や
�
叱
の
よ
う
な
戦
記
物
語
の
主
人
公
の
他
に
、
地
域
に
根
ざ
し
人

々
に
信
仰
さ
れ
て
い
る
将
軍
神
が
多
く
、
仮
面
を
着
け
た
様
相
は
、
悪
霊
を
睨
む
呪
眼
を
持
ち
、

様
々
な
武
器
を
手
に
し
て
登
場
し
、
そ
の
存
在
は
鬼
や
翁
と
並
ぶ
も
の
で
あ
り
、
祭
祀
に
欠
か

せ
な
い
存
在
で
あ
る
と
い
う
。
い
わ
ば
災
い
を
及
ぼ
す
悪
霊
を
退
散
さ
せ
る
に
は
そ
れ
と
戦
い

退
治
し
駆
逐
し
て
く
れ
る
戦
い
の
プ
ロ
が
求
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
将
軍
神

で
あ
り
多
く
の
神
兵
で
あ
っ
た
の
だ
と
す
る
。
一
方
、
現
実
的
に
は
中
国
に
お
い
て
は
絶
え
間

な
く
戦
い
の
繰
り
返
さ
れ
た
歴
史
が
あ
り
、
人
々
は
そ
う
し
た
戦
争
の
災
い
を
祓
い
浄
め
て
く

れ
る
適
任
者
を
求
め
た
の
で
あ
り
、そ
れ
が
将
軍
神
で
あ
り
多
く
の
神
兵
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
戦
争
で
命
を
失
っ
た
将
兵
た
ち
が
陰
界
（
死
後
の
世
界
）
に
入
っ
て
も
、
陰
界
の
将
兵

と
し
て
邪
悪
な
も
の
と
戦
う
役
割
を
担
わ
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
む
し
ろ
、
傷
つ
い
て
不
幸
な

死
を
遂
げ
た
将
兵
の
霊
は
、
却
っ
て
強
力
な
威
力
を
持
つ
の
だ
と
信
じ
ら
れ
、
そ
れ
を
人
々
は

利
用
す
る
の
だ
と
い
う
。
さ
ら
に
こ
の
陰
界
の
将
兵
た
ち
は
陰
界
の
戦
い
で
も
傷
つ
き
敗
れ
る
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こ
と
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
将
兵
の
補
給
が
常
に
必
要
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
そ
の

た
め
に
祭
祀
が
必
要
で
あ
っ
た
と
い
う
。
何
よ
り
も
宗
教
者
と
し
て
の
資
格
は
、
陰
界
の
将
兵

を
手
に
入
れ
彼
ら
を
使
役
す
る
こ
と
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
祭
祀
に
お
い
て
は
招
兵
儀
礼
が
頻
り

に
行
わ
れ
、
そ
こ
に
招
集
さ
れ
る
代
表
的
な
将
兵
が
猖
神
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
猖
神
は
、
東

西
南
北
中
の
方
位
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
荒
ぶ
る
将
兵
の
代
表
で
、
江
西
省
・
安
徽
省
・
四
川
省

・
湖
南
省
の
漢
族
と
ヤ
オ
族
・
コ
ー
ラ
オ
族
の
事
例
を
通
し
て
、
祭
祀
儀
礼
に
見
ら
れ
る
猖
神

の
風
貌
、
所
作
、
台
詞
、
詞
章
の
呪
文
、
猖
神
図
な
ど
を
確
認
し
て
分
析
し
、
ま
た
そ
れ
を
日

本
の
将
軍
神
と
の
比
較
検
討
を
行
い
、
比
較
研
究
の
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

第
三
部
の
「
少
数
民
族
の
祭
祀
芸
能
」
は
、
湖
南
省
に
住
む
過
山
系
ヤ
オ
族
に
伝
承
さ
れ
て

い
る
祭
祀
芸
能
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
に
漢
族
の
影
響
を
読
み
取
り
な
が
ら
、
宗
教
文
献
（
経

典
）
お
よ
び
文
字
資
料
を
通
し
て
唱
え
ら
れ
る
神
話
・
伝
承
の
内
容
、
手
訣
、
呪
的
歩
行
、
呪

符
、
舞
踏
と
い
っ
た
身
体
的
表
現
な
ど
を
検
討
す
る
。
そ
の
方
法
と
し
て
折
口
論
が
援
用
さ

れ
、
そ
の
目
的
と
し
て
は
漢
族
の
祭
祀
芸
能
を
基
準
と
す
る
こ
と
で
、
周
辺
民
族
や
日
本
な
ど
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に
見
ら
れ
る
祭
祀
芸
能
と
の
関
係
お
よ
び
そ
の
差
異
を
計
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
。
漢
族
の
影

響
下
に
あ
る
周
辺
民
族
の
中
で
も
、
漢
字
テ
キ
ス
ト
を
用
い
て
祭
祀
を
行
う
の
が
ヤ
オ
族
で
あ

る
が
、
湖
南
省
に
住
む
過
山
系
ヤ
オ
族
の
「
盤
王
節
」、
藍
山
県
の
「
還
家
願
儀
礼
」
を
事
例

と
し
て
取
り
上
げ
、
そ
こ
に
祀
ら
れ
る
神
々
、
祭
場
の
設
営
、
神
画
、
仮
面
、
詞
章
に
見
え
る

神
々
の
素
性
、
神
話
要
素
、
使
用
テ
キ
ス
ト
、
文
書
な
ど
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
そ
こ
に
抽
出

さ
れ
る
道
教
的
要
素
を
洗
い
出
す
。
さ
ら
に
宗
教
者
と
な
る
た
め
の
法
術
の
学
修
と
伝
授
法
、

七
言
に
よ
り
伝
承
さ
れ
る
詞
章
な
ど
か
ら
芸
能
の
発
生
に
関
す
る
問
題
を
提
起
す
る
。
こ
れ
ら

を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
漢
族
的
な
影
響
と
考
え
ら
れ
て
い
た
創
世
神
話
に
見
ら
れ
る
盤
古
に

対
し
て
、
ヤ
オ
族
の
民
族
的
始
祖
で
あ
る
龍
犬
槃
瓠
と
生
業
神
で
あ
る
盤
王
の
伝
承
に
注
目

し
、
ヤ
オ
族
固
有
の
豊
か
な
神
話
世
界
の
存
在
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
祭
祀
に

見
え
る
呪
術
性
の
強
い
内
容
に
つ
い
て
も
漢
族
や
他
の
地
域
の
ヤ
オ
族
あ
る
い
は
周
辺
民
族
と

の
比
較
を
行
い
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
普
遍
性
と
固
有
性
を
提
起
す
る
。

第
四
部
の
「
女
神
を
語
る
芸
能
と
語
り
手
―
聞
き
手
と
し
て
の
女
性
の
位
置
」
は
、
祭
祀
芸
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能
を
元
と
し
な
が
ら
も
語
り
物
の
演
劇
性
が
強
ま
り
、
特
に
都
市
性
と
芸
術
性
が
顕
著
と
な
っ

た
専
業
芸
能
者
に
よ
る
事
例
と
し
て
中
国
沿
海
部
漢
族
の
女
神
信
仰
を
背
景
と
す
る
語
り
物
を

取
り
上
げ
る
。
特
に
日
本
に
お
い
て
も
唱
導
文
学
に
見
ら
れ
る
地
獄
巡
り
の
血
の
池
地
獄
に
焦

点
を
あ
て
て
、
女
性
の
生
活
と
信
仰
の
問
題
を
提
起
す
る
。
そ
の
女
神
信
仰
の
中
で
も
「
陳
靖

姑
」
を
語
る
芸
能
は
多
様
で
あ
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
も
複
雑
に
構
成
さ
れ
て
い
て
、
演
劇
性
や
娯

楽
性
が
加
わ
り
都
市
的
な
要
求
に
応
え
る
内
容
が
強
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
見
ら
れ
る

が
、
そ
の
場
合
も
女
神
を
祀
る
祭
祀
が
執
り
行
わ
れ
、
女
神
の
た
め
に
芸
能
が
奉
納
さ
れ
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
事
例
と
し
て
「
鼓
詞
」「
唱
南
游
」「
唱
龍
船
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

そ
の
テ
キ
ス
ト
の
翻
訳
と
内
容
の
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
分
析
に
当
た
り
、
す
で
に
文

学
テ
キ
ス
ト
と
し
て
成
立
し
て
い
る
『
海
遊
記
』
と
『
西
遊
記
』
と
を
も
っ
て
比
較
対
象
と
し

て
そ
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
な
か
で
も
血
の
池
地
獄
巡
り
に
つ
い
て
は
、
女
性
へ
の

教
化
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
仮
定
し
、
社
会
に
生
き
る
女
性
た
ち
が
こ
の
よ
う
な
芸
能
を
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
理
解
し
た
の
か
を
問
題
と
す
る
。
血
に
対
す
る
不
浄
観
が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
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い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
血
の
池
地
獄
の
形
成
お
よ
び
発
展
を
宝
巻
・
目
連
救
母
の
資
料
と
も
関
わ

ら
せ
て
、
社
会
に
お
か
れ
た
女
性
た
ち
の
立
場
を
論
じ
て
い
る
。

論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

廣
田
律
子
氏
は
、
長
く
中
国
民
間
祭
祀
芸
能
の
現
地
調
査
に
携
わ
り
、
す
で
に
『
中
国
漢
民

族
の
仮
面
劇
』、『
中
国
少
数
民
族
の
仮
面
劇
』（
い
ず
れ
も
編
著
）、『
鬼
の
来
た
道
』（
単
著
）

な
ど
の
成
果
を
公
表
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
本
論
文
で
扱
う
儺
戯
研
究
の
序
章
で
あ
る
。

本
論
文
は
、
除
災
招
福
を
目
的
と
す
る
中
国
の
儺
戯
と
い
う
祭
祀
芸
能
（
神
祭
り
・
詞
章
・

歌
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）
を
主
な
研
究
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
中
国
の
儺
戯
は
漢
族
や
少

数
民
族
に
広
く
見
ら
れ
る
民
間
祭
祀
芸
能
で
あ
り
、
中
国
に
お
い
て
芸
能
研
究
の
重
要
な
テ
ー

マ
で
あ
る
。
廣
田
氏
も
民
間
祭
祀
芸
能
の
中
で
も
そ
の
中
核
を
な
す
儺
戯
研
究
に
注
目
し
、
特

に
江
西
省
で
長
い
間
現
地
調
査
を
行
い
、
そ
の
実
態
の
解
明
に
取
り
組
ん
で
来
た
。
そ
う
し
た
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現
地
調
査
に
よ
る
方
法
は
、
現
地
に
残
さ
れ
た
資
料
を
蒐
集
す
る
一
方
で
、
現
地
の
儺
戯
を
詳

細
に
録
画
し
、
そ
れ
を
文
字
テ
キ
ス
ト
化
し
て
記
録
し
研
究
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

儺
戯
を
執
り
行
う
祭
師
の
伝
承
す
る
文
字
テ
キ
ス
ト
が
存
在
す
る
場
合
も
あ
り
、
そ
こ
で
は
自

ら
の
作
成
し
た
文
字
テ
キ
ス
ト
と
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
現
地
の
祭
祀
芸
能
の
実
態
を
立
体
的

に
組
み
立
て
る
と
い
う
方
法
が
取
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
蒐
集
さ
れ
た
文
字
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
、
本
論
文
で
は
そ
の
解
析
方
法
と

し
て
折
口
学
の
「
翁
」
や
「
ま
れ
び
と
」
な
ど
の
理
論
を
援
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
質
が
あ

る
。
本
論
文
の
序
論
に
お
い
て
廣
田
氏
は
「
江
南
中
国
の
民
間
祭
祀
芸
能
を
分
析
す
る
に
あ
た

り
、
折
口
の
芸
能
研
究
を
踏
ま
え
、
そ
の
論
を
中
国
の
事
例
に
展
開
す
る
可
能
性
を
探
る
試
み

を
行
い
た
い
」
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
、
中
国
の
儺
戯
を
折
口
理
論
で
解
析
す
る
こ
と
の
み
で

は
な
く
、
個
別
の
テ
キ
ス
ト
を
越
え
て
、
芸
能
の
形
成
さ
れ
る
普
遍
的
な
様
相
を
折
口
学
を
援

用
す
る
こ
と
で
よ
り
効
果
的
に
説
明
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
逆
に
捉
え

る
な
ら
ば
折
口
学
を
実
証
可
能
な
理
論
と
し
て
証
明
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
提
起
で
あ
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る
。本

論
文
の
方
法
は
、
お
よ
そ
以
上
の
二
点
に
あ
る
。
そ
の
上
で
本
論
文
が
ど
の
よ
う
な
成
果

を
得
て
い
る
か
、
い
く
つ
か
の
論
文
か
ら
確
認
し
て
み
た
い
。
た
と
え
ば
、
第
一
部
「
鬼
と
翁

―
折
口
理
論
か
ら
の
考
察
」
は
、
中
国
江
南
地
方
の
貴
州
・
湖
南
・
江
西
な
ど
に
住
む
イ
・
コ

ー
ラ
オ
・
ト
ウ
チ
ャ
・
漢
な
ど
の
民
族
に
見
ら
れ
る
、
儺
戯
に
来
訪
す
る
代
表
的
な
除
災
招
福

の
神
で
あ
る
鬼
や
翁
の
解
釈
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
鬼
と
翁
に
よ
る
問
答
の
台
詞
や
フ

シ
を
つ
け
た
歌
を
分
析
し
な
が
ら
、
仮
面
に
見
る
鬼
の
風
貌
は
恐
ろ
し
く
、
翁
は
柔
和
で
あ
る

が
、
鬼
は
除
災
を
翁
は
招
福
の
役
割
を
持
ち
、
子
孫
の
も
と
に
訪
れ
て
幸
い
を
も
た
ら
す
こ
と

に
お
い
て
鬼
と
翁
と
が
性
質
を
等
し
く
す
る
と
指
摘
す
る
。
こ
の
指
摘
は
極
め
て
注
目
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
鬼
と
翁
の
芸
能
か
ら
は
、
折
口
が
三
信
遠
（
三
河
・
信
濃
・
遠
江
）
の
花

祭
り
や
雪
祭
り
に
登
場
す
る
鬼
と
翁
の
芸
能
を
調
査
し
、
折
口
の
「
翁
の
発
生
」
の
論
が
誕
生

し
た
。
本
論
文
で
は
こ
の
確
認
の
た
め
に
西
浦
の
田
楽
と
坂
部
の
冬
祭
り
、
あ
る
い
は
奥
三
河

の
花
祭
り
を
取
り
上
げ
て
、
そ
れ
を
先
に
見
た
中
国
の
儺
戯
と
の
比
較
を
行
い
、
こ
こ
に
登
場
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す
る
神
は
祖
先
神
と
し
て
村
に
訪
れ
、
人
々
の
繁
栄
や
長
寿
あ
る
い
は
子
孫
繁
栄
を
言
祝
ぐ
存

在
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
両
者
に
共
通
す
る
要
素
が
強
く
見
ら
れ
る
と
い
う
。
鬼
と
翁
の
芸
能
が

日
中
に
お
い
て
呼
応
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
解
釈
は
折
口
の
説
く
説
明
に
よ
っ
て
可
能
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
第
三
部
「
少
数
民
族
の
祭
祀
芸
能
」
は
、
本
論
文
に
お
い
て
最
も
特
徴
を
示
す
も
の

で
あ
る
。「
少
数
民
族
の
祭
祀
芸
能
」
の
論
は
、
漢
族
の
影
響
下
に
あ
る
湖
南
省
の
過
山
系
ヤ

オ
族
に
見
え
る
「
盤
王
節
」
祭
祀
と
芸
能
の
形
成
過
程
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

漢
族
神
話
の
盤
古
神
話
と
ヤ
オ
族
神
話
の
龍
犬
槃
瓠
、
お
よ
び
生
業
神
と
し
て
の
盤
王
の
神
話

が
見
ら
れ
、
ま
た
、
日
本
の
神
事
芸
能
に
見
ら
れ
る
盤
古
神
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
て
、
そ
の

比
較
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
い
わ
ば
、
漢
族
神
話
が
周
辺
民
族
地
域
に
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ

ら
れ
、
独
自
に
展
開
を
示
す
こ
と
と
な
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
こ
こ
で
の
目
的
で
あ

る
。
ヤ
オ
族
の
盤
王
節
は
、
二
○
○
四
年
に
五
十
六
年
ぶ
り
に
開
か
れ
た
祭
り
で
あ
り
、
そ
の

詳
細
を
記
録
し
祭
祀
次
第
等
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
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う
な
中
か
ら
神
を
呼
び
出
す
「
設
壇
請
聖
」
の
儀
式
に
見
え
る
詞
章
を
テ
キ
ス
ト
化
し
、
そ
の

分
析
を
行
う
。
そ
こ
に
呼
び
出
さ
れ
る
の
は
、
悪
神
、
五
猖
神
、
盤
古
、
伏
義
、
神
農
、
風

伯
、
雨
師
、
竜
王
、
星
君
、
菩
薩
、
紫
微
大
帝
、
ヤ
オ
族
始
祖
、
土
地
神
な
ど
の
神
々
で
あ

り
、
そ
こ
に
は
漢
族
の
祭
る
道
教
の
神
や
仏
教
の
仏
も
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
偉
大
な

力
を
借
り
て
「
開
天
殺
」（
宗
教
職
能
者
が
神
通
力
を
誇
示
す
る
呪
術
）
を
成
功
さ
せ
る
の
だ

と
い
う
。
さ
ら
に
こ
の
祭
壇
に
祭
ら
れ
る
人
類
の
始
祖
で
あ
る
南
山
小
妹
と
東
山
老
爺
と
の
婚

姻
の
歌
が
唱
わ
れ
る
こ
と
で
神
婚
が
再
現
さ
れ
、
神
話
世
界
が
今
を
説
明
す
る
起
源
神
話
と
し

て
成
立
し
て
い
る
と
す
る
。
こ
こ
に
見
え
る
の
は
、
祭
祀
に
お
け
る
神
勧
請
の
具
体
的
な
方

法
、
祭
祀
の
一
連
の
次
第
、
歌
わ
れ
る
こ
と
で
再
現
さ
れ
る
人
類
始
祖
の
神
話
、
今
を
生
き
て

い
る
民
族
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
な
ど
、
多
く
の
要
素
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ

こ
か
ら
は
漢
族
の
祭
祀
芸
能
を
も
取
り
込
ん
だ
実
体
的
様
相
と
、
口
承
に
よ
り
伝
承
さ
れ
て
い

る
声
の
テ
キ
ス
ト
の
重
層
化
の
問
題
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
取
り
上
げ
た
の
は
、
本
論
文
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
他
の
論
文
に
お
い
て
も
、
重
要
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な
指
摘
が
い
く
つ
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
何
よ
り
も
儺
戯
に
よ
る
祭
祀
芸
能
研
究
は
、
こ
の

よ
う
な
現
地
の
祭
祀
芸
能
を
調
査
し
、
そ
こ
か
ら
文
字
の
テ
キ
ス
ト
を
作
り
、
分
析
を
行
う
と

い
う
こ
と
が
無
い
限
り
、
断
片
的
な
文
字
資
料
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ

れ
ら
を
乗
り
越
え
る
の
は
、
祭
師
の
口
頭
に
よ
る
詞
章
の
収
集
に
よ
り
得
ら
れ
た
情
報
を
元
と

し
て
、
自
ら
の
手
で
テ
キ
ス
ト
を
作
る
こ
と
以
外
に
は
無
い
。
今
日
、
中
国
国
内
で
は
祭
祀
芸

能
が
消
え
て
い
く
状
況
が
あ
り
、
こ
こ
に
集
め
ら
れ
た
資
料
は
貴
重
で
あ
る
。
本
論
文
は
、
そ

の
よ
う
な
姿
勢
に
よ
り
得
ら
れ
た
成
果
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
の
解
読
に

は
ま
だ
残
さ
れ
た
課
題
は
多
い
。
そ
う
し
た
課
題
を
解
く
に
も
、
さ
ら
に
文
字
と
し
て
伝
承
す

る
テ
キ
ス
ト
と
非
文
字
の
テ
キ
ス
ト
と
の
差
異
、
あ
る
い
は
折
口
理
論
の
さ
ら
な
る
有
効
性
な

ど
の
検
討
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
論
文
は
中
国
民
間
祭
祀
芸
能
の
研
究
に
大
き
な
貢
献
を
果
た
す
に
違
い

な
い
。
そ
れ
と
と
も
に
、
東
ア
ジ
ア
の
祭
祀
芸
能
研
究
に
も
新
た
な
道
筋
を
示
す
も
の
と
思
わ

れ
る
。
一
つ
は
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
一
つ
は
調
査
に
基
づ
い
た
テ
キ
ス
ト
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分
析
に
つ
い
て
、
一
つ
は
祭
祀
芸
能
の
理
論
的
位
置
づ
け
に
つ
い
て
で
あ
り
、
今
後
、
こ
の
方

面
の
研
究
に
計
り
知
れ
な
い
影
響
を
与
え
る
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
本
論
文
の

提
出
者
で
あ
る
廣
田
律
子
氏
は
、
博
士
（
文
学
）
の
学
位
を
授
与
せ
ら
れ
る
資
格
が
あ
る
も
の

と
認
め
ら
れ
る
。

平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
八
日

主
査

國
學
院
大
學
教
授

辰

巳

正

明

◯印

副
査

國
學
院
大
學
教
授

小

川

直

之

◯印

副
査

國
學
院
大
學
教
授

新

谷

尚

紀

◯印

副
査

國
學
院
大
學
教
授

渡

邊

欣

雄

◯印
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